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2012年3月期決算公表
2014年3月期中期経営計画

三井物産株式会社

2012年5月8日

本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手している情報に基くもので、種々の要因により変化することがあ
り、これらの目標や予想の達成、及び将来の業績を保証するものではありません。また、これらの情報が、今後予告なしに変更されることがあります。
従いまして、本情報および資料の利用は、他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行なって下さいますようお願いいたし
ます。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

（注）
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経営環境

欧州財政問題が未だ燻る中、世界経済の下方リスクは、なお根強い

 新興諸国経済の成長率押下げ、国際商品市況の下落による当社業績への影響リスク

新興国経済は、金融引締め効果の浸透や外需鈍化を背景に、成長率は

高水準ながら緩やかな鈍化が見込まれるが、成長ファンダメンタルズは継続

中国は、持続的成長路線を維持（国内の消費促進・内陸部インフラ整備）

地政学リスクの高まりに伴う原油価格のボラティリティ上昇の可能性

新興諸国の底堅い経済発展に牽引され、世界経済成長は今後も緩やかに持続

商品市況の動向、まだら模様の各国成長率、為替動向に一層留意しつつ、

新興諸国の成長と世界のニーズを取り込むべく、長期的視野に立った経営を行う

欧州財政問題が未だ燻る中、世界経済の下方リスクは、なお根強い

 新興諸国経済の成長率押下げ、国際商品市況の下落による当社業績への影響リスク

新興国経済は、金融引締め効果の浸透や外需鈍化を背景に、成長率は

高水準ながら緩やかな鈍化が見込まれるが、成長ファンダメンタルズは継続

中国は、持続的成長路線を維持（国内の消費促進・内陸部インフラ整備）

地政学リスクの高まりに伴う原油価格のボラティリティ上昇の可能性

新興諸国の底堅い経済発展に牽引され、世界経済成長は今後も緩やかに持続

商品市況の動向、まだら模様の各国成長率、為替動向に一層留意しつつ、

新興諸国の成長と世界のニーズを取り込むべく、長期的視野に立った経営を行う

経営環境経営環境
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2012年3月期決算 業績概要

為替 （¥/US$)
油価/JCC （US$/bbl）

79
108

93
62

85
80

（億円）

（2012年2月公表）

✓通期の当期純利益は4,345億円。資源・エネルギー価格の上昇、及び前期に計上したメキシコ
湾原油流出事故和解金の反動増を主因に、前期比+1,278億円（+42%）の増益。

✓第4四半期単独の純利益は942億円となり、当第3四半期比で188億円の減益。

※本資料では次頁以降「当期連結純利益 (三井物産㈱に帰属)」
を「当期純利益」と表記しております。

当期純利益
（三井物産（株）に帰属）※

ROE



Copyright(C) Mitsui & Co., Ltd. 2012 3

・伯FPSO リース事業

・貨車・機関車
リース事業

・シンガポール
港湾開発・運営会社

・サハリン Ⅱ有償減資
・伯FPSO融資回収
・ティーガイア株式売却

・貨車リース債権売却
・Valepar優先株償還
・アルタミラLNGターミナル

持分売却
・INPEX株売却

・石油・ガス、鉄鉱石、
石炭の拡張

・シェールガス開発

・チリ銅開発

・自動二輪販売金融

・伯バイオ化学品

・Novus
・伯ロジ会社買収

・アジア病院事業出資

・Multigrain
・日本マイクロ

バイオファーマ

2012年3月期累計 投融資計画 ： 7,000億円 （ネット5,800億円）

2012年3月期累計 実行分 ： 6,500億円 （ネット4,400億円）

投融資計画の進捗

（億円）

ネット支出：
4,400

12/3期
通期計画：

12/3期累計
実行分：

•青字の案件は当第4四半期で新たに進捗したもの。

分 野 別 の 進 捗 内 訳

2,600     1,100 1,3002,000 ▲1,200
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総資産 8.6兆円

株主資本 2.4兆円

ROE 13.3%

Net DER      0.82倍

(*)有利子負債のカッコ内数字は、ネット有利子負債

総資産 8.4兆円

株主資本 2.2兆円

ROE 7.3%

Net DER       0.92倍

バランスシート

(兆円)
(億円）

バランスシート、キャッシュ・フロー

キャッシュ・フロー

総資産 9.0兆円

株主資本 2.6兆円

ROE 17.4%

Net DER      0.81倍

6,324

5,045
3,810

▲1,801

▲4,840 ▲4,382

4,523
205

▲ 572

10/3 11/3 12/3

営業ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

投資ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

4.3

4.3

0.2 2.4

3.4

2.6

11/3

流動資産

投資・
その他
資産

株主資本
合計

有利子
負債

負債

*(1.9)

非支配持分

4.6

4.4

0.2
2.6

3.6

2.6

12/3

流動資産

投資・
その他
資産

株主資本
合計

有利子
負債

負債

*(2.1)

非支配持分

4.1

4.3

0.2 2.2

3.5

2.5

10/3

流動資産

投資・
その他
資産

株主資本
合計

有利子
負債

負債

*(2.1)

非支配持分
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（円／株）

2012年3月期 株主還元策

年間配当は、1株あたり55円（前期比8円増配）、
期末配当は28円を予定 （連結配当性向23%）

年間配当額/株

連結配当性向

46円

20%

25円

26%

18円

22%

55円

23%

中間配当

EPS

期末配当

※後発事象として2011年3月期に認識したメキシコ湾原油流出事故和解金等の影響額を当
期純利益（三井物産（株）に帰属）から除いた3,679億円を前提に、連結配当性向23%を適用。

47円

23%※
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2012年3月期 中期経営計画の総括

『挑戦と創造2012』

～より強い三井物産、輝いて魅力ある三井物産～

2012年3月期 中期経営計画の総括

『挑戦と創造2012』

～より強い三井物産、輝いて魅力ある三井物産～

2011年3月期～2012年3月期
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3,200
3,700

3,067

4,345
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中期経営計画の定量計画と実績

ROE

総資産

株主資本

ネット有利子負債

Net DER

13.5%

9.1兆円

2.5兆円

2.5兆円

1.0倍

14.0%

9.9兆円

2.8兆円

2.7兆円

1.0倍

（億円）

13.3%

8.6兆円

2.4兆円

1.9兆円

0.82倍

17.4%

9.0兆円

2.6兆円

2.1兆円

0.81倍

11/3 12/3 
(計画)         (計画)

11/3           12/3 
(実績)         (実績)当期純利益

※

※2011年3月期の当期純利益は、メキシコ湾原油流出事
故和解金▲623億円（税後）を含む。
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実 績計 画

8

11/3

鉄鉱石／石油・ガス／石炭拡張、シェールガス・オイル、
カセロネス銅鉱山、タガニートニッケル

ペルーリン鉱床、伯バイオ化学品、米国電解事業、
Novus、伯ロジスティクス会社買収

メキシコ発電事業、貨車・機関車リース事業、船舶融資、
伯FPSOリース事業、シンガポール港湾開発・運営会社

アジア病院事業、Multigrain、
日本マイクロバイオファーマ、TPV

サハリンⅡ有償減資、伯FPSO融資回収、
Steel Technologies一部売却、コンテナターミナル事業売却、
メキシコ発電事業一部売却

主要案件

中期経営計画の投融資実績

（億円）

資源･
エネルギー

物流
ネットワーク

生活産業

インフラ

2,400     

1,600

2,400

600

▲3,000 ※
資産

リサイクル

5,000

▲4,000

5,000     

1,900

3,500

3,000

※ 内訳は11/3：▲1,600、12/3：▲1,400

12/3 11/3～12/3

1兆
2,000億円

事業分野

投融資合計

ネット支出 9,000億円

1兆

3,400億円

9,400億円
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中期経営計画における重点施策

1. 収益基盤の強化と総合力の発揮

2. グローバル展開の加速と戦略的布陣

3. ポートフォリオ戦略の進化

4. 強い会社を支える経営体制の深化

1. 収益基盤の強化と総合力の発揮

2. グローバル展開の加速と戦略的布陣

3. ポートフォリオ戦略の進化

4. 強い会社を支える経営体制の深化
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✔ 当社原油・ガスの持分生産量、埋蔵量拡大を着実に推進

 タイ沖ガス・コンデンセートの生産拡張、シェールガス資産の拡充
（マーセラス・イーグルフォード）

 モザンビークでの大規模ガス田発見に成功

 豪州鉄鉱石事業の生産能力拡張

✔ 当社原油・ガスの持分生産量、埋蔵量拡大を着実に推進

 タイ沖ガス・コンデンセートの生産拡張、シェールガス資産の拡充
（マーセラス・イーグルフォード）

 モザンビークでの大規模ガス田発見に成功

 豪州鉄鉱石事業の生産能力拡張

✔ 資源・エネルギー分野での持分生産量増加

重点施策： 1.収益基盤の強化と総合力の発揮 (1/3)1.収益基盤の強化と総合力の発揮 (1/3)

中期経営計画における重点施策の総括
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✔ 非資源分野の収益基盤 再構築

 ロシア・インドで、地場優良パートナーとの鋼材加工・特殊鋼製造事業に参画

 鉱山機械販売・サービス事業の規模拡大

 Valeのペルーリン鉱床開発プロジェクトへの参画

 The Dow Chemicalとの米/電解事業・伯/バイオ化学品製造事業に参画

 ロシア・インドで、地場優良パートナーとの鋼材加工・特殊鋼製造事業に参画

 鉱山機械販売・サービス事業の規模拡大

 Valeのペルーリン鉱床開発プロジェクトへの参画

 The Dow Chemicalとの米/電解事業・伯/バイオ化学品製造事業に参画

物流ネットワーク

 ブラジル農業生産・集荷事業/Multigrain完全子会社化

 IHHの30%株式取得、トルコ病院グループ買収等の横展開加速

 ブラジル農業生産・集荷事業/Multigrain完全子会社化

 IHHの30%株式取得、トルコ病院グループ買収等の横展開加速

生活産業

 港湾開発・運営事業/Portek買収

 中国：Galaxy NewSpringを通じ、水事業資産を買収。IPP事業への参画。

 ブラジル プレソルト層油田向けFPSOの長期用船サービス

 港湾開発・運営事業/Portek買収

 中国：Galaxy NewSpringを通じ、水事業資産を買収。IPP事業への参画。

 ブラジル プレソルト層油田向けFPSOの長期用船サービス

インフラ

重点施策： 1.収益基盤の強化と総合力の発揮 (2/3)1.収益基盤の強化と総合力の発揮 (2/3)
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 メキシコガス火力発電所の買収、及び一部譲渡

 再生エネルギー等の部門横断的取組みに進捗

 環境・新エネルギー委員会設置

 経営会議の諮問機関として、外部環境分析・戦略立案

 メキシコガス火力発電所の買収、及び一部譲渡

 再生エネルギー等の部門横断的取組みに進捗

 環境・新エネルギー委員会設置

 経営会議の諮問機関として、外部環境分析・戦略立案

✔ 環境・エネルギー戦略

 国内事業再編、事業統合への取組み

 JX日鉱日石エネルギーとのLPガス事業統合

 住友商事との国内肥料事業統合に向けた検討開始

 国内ビジネス推進室 設置

 国内戦略の立案・取組み推進（復興支援事業 ほか）

 国内事業再編、事業統合への取組み

 JX日鉱日石エネルギーとのLPガス事業統合

 住友商事との国内肥料事業統合に向けた検討開始

 国内ビジネス推進室 設置

 国内戦略の立案・取組み推進（復興支援事業 ほか）

✔ 国内事業基盤の強化

重点施策： 1.収益基盤の強化と総合力の発揮 (3/3)1.収益基盤の強化と総合力の発揮 (3/3)
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✔ 重点6ヵ国（BRICs、メキシコ、インドネシア）での着実な新規案件積上げ

 メキシコ ： 鉄鋼製品、プロジェクト ほか

 ブラジル ： 化学品、自動車 ほか

 インド ： 鉄鋼製品 ほか

✔ 中東欧拠点の再編、 アフリカ拠点の増設

✔ 中国・台湾・韓国・CIS地域の本店直轄化による

新興国での取組み迅速化

✔ 人材のグローバル化に向けた施策

国内拠点、及び国内関係会社から約140名をアジアに配置

✔ 重点6ヵ国（BRICs、メキシコ、インドネシア）での着実な新規案件積上げ

 メキシコ ： 鉄鋼製品、プロジェクト ほか

 ブラジル ： 化学品、自動車 ほか

 インド ： 鉄鋼製品 ほか

✔ 中東欧拠点の再編、 アフリカ拠点の増設

✔ 中国・台湾・韓国・CIS地域の本店直轄化による

新興国での取組み迅速化

✔ 人材のグローバル化に向けた施策

国内拠点、及び国内関係会社から約140名をアジアに配置

重点施策： 2.グローバル展開の加速と戦略的布陣2.グローバル展開の加速と戦略的布陣
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✔ BCPの再構築

✔ 情報漏洩リスクの適切な管理体制構築

 情報リスク管理制度の導入

✔ 当社グループ共通の次世代基幹システムの導入

✔ BCPの再構築

✔ 情報漏洩リスクの適切な管理体制構築

 情報リスク管理制度の導入

✔ 当社グループ共通の次世代基幹システムの導入

重点施策： 4.強い会社を支える経営体制の深化4.強い会社を支える経営体制の深化

✔ 資産の良質化と戦略的リサイクルの推進

✔ 投資規律の更なる強化

✔ 資産の良質化と戦略的リサイクルの推進

✔ 投資規律の更なる強化

重点施策： 3.ポートフォリオ戦略の進化3.ポートフォリオ戦略の進化
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挑戦と創造2014

2013年3月期～2014年3月期

2014年3月期 中期経営計画

挑戦と創造2014
～未来への貢献と絶え間ない進化への挑戦～

2014年3月期 中期経営計画

挑戦と創造2014
～未来への貢献と絶え間ない進化への挑戦～
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5,000～6,000

3,067

4,345
4,000

4,500

16

中期経営計画 定量計画

3 ～ 5年後
11/3               12/3              13/3               14/3
(実績)               (実績)              (計画)               (計画)当期純利益

（億円）

挑戦と創造2014

17.4%

9.0兆円

2.6兆円

2.1兆円

0.81倍

14.3%

9.6兆円

2.9兆円

2.3兆円

0.78倍

14.5%

10.0兆円

3.3兆円

2.3兆円

0.70倍

ROE     12～15%

総資産 10～12兆円程度

ROE

総資産

株主資本

ネット有利子負債

Net DER

13.3%

8.6兆円

2.4兆円

1.9兆円

0.82倍

定量イメージ
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鉄鋼製品 鉄鋼製品

金属資源 金属資源

プロジェクト

自動車・建機事業

船舶・航空

基礎化学品

機能化学品

エネルギー第一

エネルギー第二

食糧

食品事業
コンシューマーサービス事業

情報産業

金融・新事業推進

物流

機械・インフラ

化学品

次世代・
機能推進

生活産業

エネルギー

17

新6事業分野 事業分野組み替え

挑戦と創造2014

金属

機械・
インフラ

化学品

エネルギー

生活産業

次世代・
機能推進

新6事業分野
ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ

ｾｸﾞﾒﾝﾄ 営業本部

インフラ

プロジェクト

船舶・航空

物流

資源・エネルギー

金属資源

エネルギー第一

エネルギー第二

物流ネットワーク

鉄鋼製品
自動車・建機事業

基礎化学品
機能化学品

食料・リテール
ｺﾝｼｭｰﾏｰｻｰﾋﾞｽ事業

情報産業
金融・新事業推進

生活産業

従来4事業分野

 6事業分野への括り直し

 「次世代・機能推進」分野を設定

次世代を担うビジネスの創造・尖兵投資の担い手

全社注力分野の収益基盤強化に向け、機能を提供

新設
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▲ 314

100 75

▲ 411

100 70175
160 215

1,952 1,450 1,580

186
175

275
223

275
345

2,534

1,740
1,940

5,000～6,000

4,000

4,500

18

新事業分野別 当期純利益（参考値*）

（億円）

挑戦と創造2014

3 ～ 5年後
12/3                13/3                      14/3
(実績)               (計画)               (計画)

定量イメージ

4,345

1,000

4,000

3,000

2,000

5,000

金属

機械・インフラ

生活産業

化学品

次世代・機能推進

エネルギー

その他、調整・消去

＊海外店実績も事業分野別に組替え算出した参考データ
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中期経営計画 投融資計画

挑戦と創造2014

2,000

500

500

2,000

6,000

ネット

6,000

6,400 4,600

リサイクル

500

2,500

▲1,600 ▲1,400

金属

機械・
インフラ

化学品

エネルギー

生活産業

次世代・
機能推進

事業分野 13/3期 14/3期
中期経営計画

期間合計

投融資合計 8,000 1兆4,000億円

▲3,000

1兆1,000億円

（億円）

 エネルギー：

 原油・ガス開発

 新規LNG事業推進

 金属：

 既存事業の拡張

 機械・インフラ：

 貨車リース事業

 海洋エネルギー事業
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挑戦と創造2014

1. 総合力発揮による収益基盤強化

2. 次世代ビジネスの創造

3. ポートフォリオ戦略の進化

4. グローバル化対応の加速

5. グループ経営基盤強化

1. 総合力発揮による収益基盤強化

2. 次世代ビジネスの創造

3. ポートフォリオ戦略の進化

4. グローバル化対応の加速

5. グループ経営基盤強化

中期経営計画における重点施策

持続的、安定的な成長を可能ならしめる強い収益基盤の構築

機能の差別化、良い仕事の積上げによる付加価値創造の追求

次世代を見据えたビジネス創造への挑戦を通じ、最強の総合力企業を目指す

持続的、安定的な成長を可能ならしめる強い収益基盤の構築

機能の差別化、良い仕事の積上げによる付加価値創造の追求

次世代を見据えたビジネス創造への挑戦を通じ、最強の総合力企業を目指す

基本方針基本方針

重点施策
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中期経営計画における重点施策

 川上領域への取組拡大 （金属、エネルギー、化学品、食料、生活資材）

 既存事業拡張、探鉱案件、穀物集荷・生産、資材原料等

 資源ホスト国と資源開発事業双方の持続的な成長

 ガスのバリューチェーン強化

 資源開発～供給インフラ～トレーディングへの取組み強化

 化学・発電・輸送用燃料・次世代技術

 パートナー戦略の強化

 重点地域での地場優良パートナーとの全社重層的取組み

 川上領域への取組拡大 （金属、エネルギー、化学品、食料、生活資材）

 既存事業拡張、探鉱案件、穀物集荷・生産、資材原料等

 資源ホスト国と資源開発事業双方の持続的な成長

 ガスのバリューチェーン強化

 資源開発～供給インフラ～トレーディングへの取組み強化

 化学・発電・輸送用燃料・次世代技術

 パートナー戦略の強化

 重点地域での地場優良パートナーとの全社重層的取組み

1. 総合力の発揮による収益基盤強化 (1/2)1. 総合力の発揮による収益基盤強化 (1/2)

挑戦と創造2014
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中期経営計画における重点施策

 新興国の成長と世界のニーズの取込み強化

 グローバル物流ネットワークを梃とした事業展開

 鉄鋼製品・化学品・自動車

 食糧・食品分野と農業化学分野の連携強化

 インフラ事業への継続的な取組み

 メディカル・ヘルスケア事業の展開加速、及び周辺事業の拡大

 機能の高度化、新事業領域の創出・育成に向けた先行的取組み強化

 収益基盤の強化に必要な機能の高度化：金融・物流・IT

 新興国の成長と世界のニーズの取込み強化

 グローバル物流ネットワークを梃とした事業展開

 鉄鋼製品・化学品・自動車

 食糧・食品分野と農業化学分野の連携強化

 インフラ事業への継続的な取組み

 メディカル・ヘルスケア事業の展開加速、及び周辺事業の拡大

 機能の高度化、新事業領域の創出・育成に向けた先行的取組み強化

 収益基盤の強化に必要な機能の高度化：金融・物流・IT

1. 総合力の発揮による収益基盤強化 (2/2)1. 総合力の発揮による収益基盤強化 (2/2)

挑戦と創造2014
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中期経営計画における重点施策

 技術・社会の変革を見据え、新ビジネスの可能性を模索、尖兵投資を実行

 技術革新や進化が予兆される分野への取組み推進、経営資源の投入

 環境・新エネルギー分野への取組み

 日本の産業構造転換への貢献

 技術・社会の変革を見据え、新ビジネスの可能性を模索、尖兵投資を実行

 技術革新や進化が予兆される分野への取組み推進、経営資源の投入

 環境・新エネルギー分野への取組み

 日本の産業構造転換への貢献

2. 次世代ビジネスの創造 ～次世代の収益基盤を支える新たなビジネス創出への挑戦～2. 次世代ビジネスの創造 ～次世代の収益基盤を支える新たなビジネス創出への挑戦～

挑戦と創造2014

 既存投資の早期果実化

 戦略的な資産売却・リサイクルによる資産良質化への継続的な取組み

 従来の成長分野、並びに新興国の成長取込みを担う分野への経営資源

の重点配分

 経営・プロジェクトマネジメント人材の育成、人材ポートフォリオ戦略の継続

 既存投資の早期果実化

 戦略的な資産売却・リサイクルによる資産良質化への継続的な取組み

 従来の成長分野、並びに新興国の成長取込みを担う分野への経営資源

の重点配分

 経営・プロジェクトマネジメント人材の育成、人材ポートフォリオ戦略の継続

3. ポートフォリオ戦略の進化3. ポートフォリオ戦略の進化
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中期経営計画における重点施策

 【全社重点地域】ブラジル・ロシア・インド・中国・メキシコ・インドネシアに加え、

新たにモザンビーク、ミャンマーを加えた8ヵ国への経営資源の投下

 総合力を発揮した、フロンティア地域（アフリカ等）、トルコ・中東地域の

成長を取込む事業展開の推進

 横連携の推進によるグローバルな事業展開・新規商内機会の発掘・推進

 グローバル商品戦略と地場オリジネーション機能の融合

 【全社重点地域】ブラジル・ロシア・インド・中国・メキシコ・インドネシアに加え、

新たにモザンビーク、ミャンマーを加えた8ヵ国への経営資源の投下

 総合力を発揮した、フロンティア地域（アフリカ等）、トルコ・中東地域の

成長を取込む事業展開の推進

 横連携の推進によるグローバルな事業展開・新規商内機会の発掘・推進

 グローバル商品戦略と地場オリジネーション機能の融合

4. グローバル化対応の加速4. グローバル化対応の加速

挑戦と創造2014

 業務プロセスの効率化、内部統制・リスクマネジメント体制の強化

 常に「良い仕事」を意識した当社らしいCSR経営の推進

 業務プロセスの効率化、内部統制・リスクマネジメント体制の強化

 常に「良い仕事」を意識した当社らしいCSR経営の推進

5. グループ経営基盤強化5. グループ経営基盤強化
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25
18

47
55 5598 82

168

238
219

09/3 10/3 11/3 12/3 13/3予想

年間配当

EPS

25

中期経営計画 株主還元策
 基本方針：

 重点・成長分野への資本投下による旺盛な資金需要に対応し、企業価値・株主価値の極大化

 配当を通じ、株主に直接還元していくことを基本方針とする

 中期経営計画期間：

 より健全な財務体質が実現できたことも踏まえて、連結配当性向25％を年間配当の下限
とする方針

※ 2013年3月期の配当予想は、業績予想を踏まえ、連結配当性向25%、
発行済株数18.3億株を前提に試算。

挑戦と創造2014

（円／株）

※
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補足説明補足説明
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39
▲ 355▲ 410

▲ 428

564 668

▲7

4828
155566

1,881

128

91

401

177

1,675

2,013

83

95

3,067 4,345

11/3 12/3

27

エネルギー 1,881億円 前期比 +1,315億円 （ +232%）

↑ 前期 メキシコ湾原油流失事故和解金の反動増+623億円

↑ LNGプロジェクトの受取配当金増加により +395億円増益

↑ 三井石油開発は、原油価格上昇を主因に増益（除くメキシコ湾原油流出事故和解金）

↑ 取扱数量増加・市況改善により石油トレーディングが増益

↑ MCHは石炭価格上昇により+44億円増益**
↑ 法人税率の引き下げに伴う繰延税金負債の取崩を主因に+50億円負担減

↓ 関連会社からの配当金受領に伴う未分配利益に係る繰延税金負債の取崩が約▲60億円減少

金属資源 2,013億円 前期比 +338億円 （+20%）

↑ MIODは、為替による減益の一方、鉄鉱石価格上昇・MRRTにより+237億円増益** 
↑ MIIは、上記要因に加え数量増により+38億円増益**
（MRRT影響は、豪州鉄鉱石事業全体で+145億円**）
↑ Valeparは、為替による減益の一方、鉄鉱石価格上昇を主因に+107億円増益*
↓ MRMDは、出資するスクラップ事業での暖簾減損▲88億円を主因に▲94億円減益

↑ 法人税率の引き下げに伴う繰延税金負債の取崩を主因に+119億円負担減

↑ 関連会社からの受取配当金受領に伴う未分配利益に係る繰延税金負債の取崩が約+95億円増加

CS・情報産業 ▲355億円 前期比▲394億円

↓ 有価証券評価損 ▲398億円：

TPV▲189億円、もしもしホットライン▲67億円、日本ユニシス▲60億円、Formosa▲40億円

↑ 前期 国内不動産評価損の反動増

↑ ティーガイア株式の売却益+39億円

機械・プロジェクト 177億円 前期比 ▲224億円 （▲56%）

↓ 前期 MT Falcon公正価値評価・売却益の反動減

↓ 前期 香港物産における非上場有価証券売却益の反動減▲91億円

↓ 航空関連株式の評価損

↑ 法人税率の引き下げに伴う繰延税金負債の取崩を主因に+40億円負担減

2012年3月期セグメント別純利益
（数値は税後ﾍﾞｰｽ）

（億円）

*親会社における未分配利益に関わる税効果控除後

**当セグメント持分

3,067

4,345

鉄鋼製品 物流･金融 その他、調整・消去化学品 海外食料・リテール
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2012年3月期 前期比の増減要素
（億円）

・税制改正（税率変更） +250

・豪州MRRT         +190

・有価証券売却益 +150
INPEX      +50  ティーガイア +39
Multigrain +18 ほか

・固定資産売却益 +30      
・評価損 ▲620

□有価証券評価損 ▲500
TPV                ▲189    もしもしホットライン▲ 67
日本ユニシス ▲ 60    Formosa             ▲ 40

□暖簾減損 ▲ 110
スクラップ 事業▲88

□固定資産減損 ▲20
□その他 +10

海外電力事業MtM

資源エネルギーの数量増 +70
（金属資源+70）

震災の影響 ▲40

原油・ガス +480
鉄鉱石 +370
石 炭 +240
銅 ・ニッケル+20
為 替 ▲610*

（連結取込 ▲ 70）
（経常為替 ▲540）

エネルギー ▲250
金属資源 ▲ 80

（数値は税後概算）

・メキシコ湾原油流失
事故和解金 +623

・有価証券売却益 ▲190
MT Falcon
香港物産における非上場株

・評価損 +280
□有価証券評価損 +170
□固定資産 +80

豪ﾊﾈﾑｰﾝ鉱山▲48
三井石油 ▲27ほか

□その他 +30

*為替明細
・エネルギー：▲300（連結取込▲50 経常為替▲250）
・金属資源： ▲250（連結取込 +40 経常為替▲290）
・その他： ▲ 60（連結取込▲60）

内訳内訳

内訳内訳内訳内訳

内訳内訳
内訳内訳

12/311/3
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▲ 428

100
668 520

▲ 322

90170 130

1,881
1,400

91

100

177

220

2,013

1,350

95

90
4,000

12/3 13/3

金属資源 1,350億円 前期比 ▲663億円 （▲33%）

↓ 中国の鉄鉱石需要は引き続き堅調に推移するものの、需給逼迫感が弱まることを背景

とした鉄鉱石価格の下落に伴う減益。

エネルギー 1,400億円 前期比 ▲481億円 （ ▲26%）

↓ 石炭価格傾向や今後の需給見通しを踏まえ、石炭価格下落を見込む

↑ 原油・ガス、石炭の持分権益生産量の増加を見込む

次世代・機能推進 90億円 前期比 +412億円

↑ 前期 情報産業関連の上場・非上場株式減損の反動増 +398億円

29

（億円）

2013年3月期 事業計画 セグメント別純利益

実績 計画

機械・インフラ 生活産業 その他、調整・消去海外化学品鉄鋼製品

4,345

（数値は税後ﾍﾞｰｽ）

4,000
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内訳内訳

30

2013年3月期事業計画 前期比の増減要素

・税制改正
（税率変更） ▲250

・豪州MRRT         ▲190

・有価証券売却益 ▲150

・固定資産売却益 ▲30      
・評価損 +620

□有価証券評価損 +500
□暖簾減損 +110
□固定資産減損 +20
□その他 ▲10

内訳内訳

鉄鉱石 ▲420

石炭 ▲190

銅 ・ニッケル ▲30

原油・ガス +140

為 替 +50

内訳内訳

（億円）

（数値は税後概算）

資源関連の数量増

機械・インフラ、化学品
を中心に収益回復

ほか

12/311/3

±0
▲200 約+310

▲450

12/3

市況要因
その他

前期反動
資源関連

コスト 4,000
4,345

13/3
計画

13/3
計画

12/3
実績
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100 70
520 580

90 60130 180

1,400 1,500

100
200220
300

1,350

1,500
90

1104,000

4,500

2014年3月期 事業計画 セグメント別純利益

31

（億円）

14/3
計画

13/3
計画

機械・インフラ

生活産業

その他、調整・消去

海外

化学品

次世代・機能推進

エネルギー

鉄鋼製品

金属資源

100 70
520 580

90 60130 180

1,400 1,500

100
200220
300

1,350

1,500
90

1104,000

4,500
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AppendixAppendix
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2012年3月期 主要PL項目の前期比増減

持分法損益 2,321億円 前期比 ▲100億円 （▲4%）

↑ Valeparは、為替による減益の一方、鉄鉱石価格上昇を主因に+182億円の増益

↑ Robe River Mining Co.は為替による減益・販売価格調整金の反動減の一方、鉄鉱石価格上昇・MRRTにより+98億円増益

↓ チリ銅鉱山コジャワシは、銅価格上昇の一方、数量減少・コスト増加により▲51億円減益

↓ 株価下落による評価損▲331億円： TPV ▲183億円、もしもしホットライン▲67億円、日本ユニシス▲60億円ほか

営業利益 3,484億円 前期比 +314億円 （+10%）

↑ 売上総利益増加

↑ ENEOSグローブ関連会社化を中心に、販売費・一般管理費が+182億円負担減

当期純利益 4,345億円 前期比 +1,278億円 （+42%）
↑ 受取配当金 （税前）+355億円増（LNGプロジェクト+376億円増）

↓ 有価証券売却損益 （税前）▲176億円減
当期：INPEX株式売却益84億円、Multigrain持分の公正価値評価益36億円、

ティーガイア株式の売却益+27億円
前期：MT Falcon持分変動益、香港物産/非上場有価証券売却益 91億円、三井丸紅液化ガス* 持分変動益 88億円

↑ 前期 メキシコ湾原油流出事故和解金（税前）の反動増+886億円

↑ Shark Bay塩田内鉱区の一部返還に対する補償金（税前）58億円

↓ 有価証券評価損 （税前）▲140億円悪化
当期：Formosa ▲40億円、航空関連株式、Valepar優先株▲10億円悪化（前期比）

↑ 法人税率の引き下げに伴う繰延税金負債の取崩等により、246億円一過性負担減

↑ MRRT導入決定に伴い、豪州鉄鉱石事業を中心に繰延税金資産計上し、188億円の一過性負担減

売上総利益 8,783億円 前期比 +191億円 （+2%）

↑ 為替による減益の一方、鉄鉱石価格上昇などによりMII+66億円、MIOD+32億円の夫々増益

↑ 石油トレーディング好調、原油価格上昇によりMEPME+121億円、三井石油開発 +115億円、MEPAU+78億円増益

↑ 数量増加と石炭価格上昇によりMCH+71億円増益

↑ コーヒー先渡契約に係る時価評価損益+93億円改善、Multigrainの連結子会社化により+41億円増益

↓ ENEOSグローブ関連会社化により▲184億円、三井石油マージン悪化により▲57億円、WPI▲35億円夫々減益

↓ 化学品中間原料等のトレーディング不調、Shark Bay Saltの数量減や塩価格下落を主因に化学品セグメント▲64億円減益

（億円）

*三井丸紅液化ガスは、2011年3月のJX日鉱日石エネルギーのLPガス事業との合併により、ENEOSグローブへと名称変更。

8,592 8,783

11/3 12/3

売上総利益

3,170 3,484

11/3 12/3

営業利益

2,421 2,321

11/3 12/3

持分法損益

3,067
4,345

11/3 12/3

当期純利益（三井物産(株)に帰属）
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8,783 8,700

12/3 13/3

売上総利益

3,484 3,300

12/3 13/3

営業利益

2,321 2,250

12/3 13/3

持分法損益

4,345 4,000

12/3 13/3

当期純利益（三井物産(株)に帰属）

34

2013年3月期 事業計画 P/Lサマリー

（億円）

[業績予想の前提条件]

増減要因

売 上 総 利 益 8,700 億 8,783 億 ▲ 83 億

販 売 費 ･ 一 般 管 理 費 ▲ 5,300 ▲ 5,148 ▲ 152 新規子会社負担増

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ▲ 100 ▲ 151 51

営 業 利 益 3,300 3,484 ▲ 184

利 息 収 支 ▲ 100 ▲ 54 ▲ 46

受 取 配 当 金 700 865 ▲ 165 LNGプロジェクトからの配当減

有 価 証 券 ･ 固 定 資 産
関 係 損 益 等

法 人 所 得 税 及 び
持 分 法 損 益 前 利 益

3,800 4,132 ▲ 332

法 人 所 得 税 ▲ 1,850 ▲ 1,726 ▲ 124
豪州鉱物資源利用税、本邦税制改正に伴う負担

減の反動による悪化

持 分 法 損 益 前 利 益 1,950 2,406 ▲ 456

持 分 法 損 益 2,250 2,321 ▲ 71
関連会社株式の減損の反動増あるも資源・エネ

ルギー事業の関連会社で価格の下落による減益

を見込む

非 支 配 持 分 控 除 前
当 期 純 利 益

4,200 4,727 ▲ 527

非 支 配 持 分 帰 属 損 益 ▲ 200 ▲ 382 182

当 期 純 利 益
（三井物産（株）に帰属）

4,000 4,345 ▲ 345

期中平均米ドル為替レート

期ずれを考慮した当社連結決算
に反映される原油価格

63100

2013年3月期
事業計画

▲

増　減
2012年3月期

実績

原油価格（JCC）
80.00

113ﾄﾞﾙ

110ﾄﾞﾙ
78.82

108ﾄﾞﾙ

▲ 163

114ﾄﾞﾙ
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12 億円 （US$1/バレル）

19 億円 （US$1/トン）

18 億円 （US$1/ポンド）

16 億円 （\1/米ドル）

19 億円 （\1/豪ドル）

8 億円 （\1/伯レアル）

原油／JCC(*1)

鉄鉱石

ニッケル

(*5) 銅価格変動の当期純利益への影響額は非開示。

108

154(*2)

10.4(*4)

米ドル

豪ドル

伯レアル

78.82

市
況
商
品

12/3通期

（実績）

価格変動の13/3期

当期純利益への影響額

13/3通期

（前提）

110

45

(*3)

8.5

7,625

83.19

46.65

80

85

8,821(*4) 銅 (*5)

為
替

(*6) 各国所在の関係会社が報告する機能通貨建て当期純利益に対する感応度。金属資源・エネルギー生産事業における販売契約上の

　　  通貨である米ドルと機能通貨の豪ドル・伯レアルの為替変動、及び為替ヘッジによる影響を含まない。

(*3) 鉄鉱石の前提価格は非開示。

(*1) 13/3期の当社業績に反映される加重平均油価では、US$113/バレルとなる見込み。油価は0～6ヶ月遅れで当社業績に反映される。

　　  13/3期は、12%が6ヶ月遅れ、62%が3ヶ月遅れで、26%が遅れ無しで反映される見込み。

(*4) 銅・ニッケルの12/3期実績値欄にはLMEの2011年1月～12月平均を記載。銅価格はトン換算、ニッケル価格はポンド換算。

(*2) 鉄鉱石の12/3期実績欄には、2010年12月～2011年11月の複数業界紙によるスポット価格指標 Fe 62% CFR North Chinaの平均値（参考値）を記載。

(*6)

35

2013年3月期 事業計画感応度
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2,629 

4,345 

446 

457 

97

▲ 100

309 

54 

▲ 414 ▲ 411

1,619 

2,720 
3,000 

224 

380 

530 

▲ 199

260 

310 

178 

200 

250 

▲ 325
▲ 360 ▲ 390

36

事業分野別 連結純利益推移（参考値*）

（数値は税後ﾍﾞｰｽ）

（億円）

11/3
計画

12/3
計画

【中期経営計画】

（2010年5月公表）

10/3
実績

11/3
実績

12/3
実績

（2012年5月公表）

資源･エネルギー資源･エネルギー

物流ネットワーク物流ネットワーク

生活産業生活産業

インフラインフラ

＊海外店実績も事業分野別に組替え算出した参考データ

1,497

3,200

3,700
3,067

4,345
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為替 （¥/US$)
油価/JCC （US$/bbl）

114
71

93
62

85
80

（億円）

四半期毎の純利益推移

101
101

79
108

80
110*

＊ 原油価格（JCC）が年間を通してUS$110/bblで推移した場合の当社決算
に適用される原油価格を、US$113/bbl（同5米ドル/バレル上昇）と想定。
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中国向け鉄鉱石スポット価格推移*

(参考値）

*業界紙複数社によるスポット指標平均

100

125

150

175

200

2010年3月 2010年6月 2010年9月 2010年12月 2011年3月 2011年6月 2011年9月 2011年12月 2012年3月

(US$/DMT) CFR North China (粉鉱、Fe 62%)
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当社持分権益出荷量 実績

*石炭は速報数値 ** Vale及びBMCは1Q：1-3月、2Q：4-6月、3Q：7-9月、4Q:10-12月の実績 ***Vale出荷分の5%含む

11/3
1Q

11/3
2Q

11/3
3Q

11/3
4Q 11/3 12/3

1Q
12/3
2Q

12/3
3Q

12/3
4Q* 12/3

鉄鉱石(百万トン/年） 10.5 10.7 11.9 10.9 44.0 10.7 11.7 12.2 11.2 45.8
MIOD 6.5 6.4 7.0 5.9 25.8 6.2 7.0 7.3 6.1 26.6
MII 0.7 0.8 1.0 1.0 3.5 1.1 1.1 1.0 1.0 4.2
Vale** 3.3 3.5 3.9 4.0 14.7 3.4 3.6 3.9 4.1 15.0
石炭(百万トン/年） 2.0 2.5 2.3 1.7 8.5 1.7 2.4 2.7 2.4 9.2
MCH 1.8 2.1 2.0 1.4 7.3 1.5 2.1 2.4 2.1 8.1
BMC** 0.2 0.4 0.3 0.3 1.2 0.2 0.3 0.3 0.3 1.1
　　原料炭 1.4 1.9 1.7 1.3 6.3 1.1 1.8 2.3 1.8 7.0

　　一般炭 0.6 0.6 0.6 0.4 2.2 0.6 0.6 0.4 0.6 2.2

銅（千トン/年）*** 14.3 13.5 15.1 14.8 57.7 12.5 14.6 16.5 17.1 60.7
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（2012年5月公表）当社持分権益生産量

*ヴァーレ社生産分の5%を含む

挑戦と創造2014

ガス
原油
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金属資源の主なプロジェクト
2012年3月末現在

Mitsui Mineral 
Development 
South Africa

乳源東陽光精箔

Asahan

Robe River

オルドス電力冶金

Posco Terminal

Coral Bay

オルドスEJM

Sims Metal Management

● 鉄鉱石

▲ 合金鉄

■ 銅

◆ アルミニウム／アルミナ

○ ニッケル

△ スクラップ

□ その他

Goro

Yandi

Mt. Newman

Mt. Goldsworthy

Sims Metal Management

Silver Bell

Santa Luisa（亜鉛／鉛）

Collahuasi

Caserones

（2013年生産開始予定）

Los Pelambres
Vale

Taganito 

(2013年生産開始予定）

Albras/Alunorte
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Kupe

エネルギーの主な上流権益
2012年3月末現在

▲ 石炭

■ 天然ガス・LNG

◆ 原油

○ ウラン

Keta

Yemen Block7
West Papuwa 1&3

Tangguh LNG

Honeymoon

Casino/Henry/Netherby

Drayton

Bengalla

Dawson/Surat Basin
Meridian CBM

Tui

Marcellus Shale

Gulf of Thailand

Vietnam/Block52/97

Vietnam/Block B

Thai/Block 14A. 15A. 16A

Thai/Block B12/27

Thai/Block 10. 11. 12. 13. 10A. 11A.G4/48

Libya Block
113、201

Meleiha/Meleiha Deep/West Razzak

Tuna

Merangin 1

Qatar LNG

Oman Block
3、4、9、27/NOGJV

Mozambique Area1

Thai/L10/43、L11/43

Enfield/Vincent/Laverda

German Creek/Lake Lindsay

South Walker Creek/Poitrel

Kestrel

Moranbah North

Thai/Block G4/43

Thai/Block 8/32&9A
Cambodia Block A

Sakhalin-Ⅱ

NWS LNG

Wanaea/Cossack

Poland Shale

Eagle Ford shale
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原油・ガスの主な上流権益
2012年3月末現在

生産段階開発段階探鉱段階

入札 探査 解析 試掘 評価 基本設計 投資決断 開発開始 生産開始

天然ガス
LNG

原油

豪州：Laverda*1 and 19 other permits（ MEPAU）

ニュージーランド：PEP50119 and 3 other permits

（ MEPAU）

パプアニューギニア：PPL285（ MEPAU）

タイ：Blocks L10/43*2, L11/43*2 and 4 other

permits（ MOECO）

ベトナム：Blocks B, 52/97*1（ MOECO）

カンボジア：Block A（ MOECO）

インドネシア：Merangin Ⅰ, Tuna,

West Papuwa Ⅰ・Ⅲ（ MOECO）

ポーランド：Poland Shale( MEPPOL)

オマーン：Block 3, 4*1（ MEPME）

エジプト：Meleiha Deep（ MEPME）

イエメン：Block 7（ MEPME）

リビア：Block 113, Block 201（ MOECO）

モザンビーク：Area1（ MEPMOZ）

ガーナ：Keta（ MEPGK）

米国：Marcellus Shale

（ MEPUSA）*3

Eagle Ford Shale

（ MEPTX) *3

豪州：Meridian CBM

（ MEPAU）*3

米国：Eagle Ford Shale

( MEPTX) *3

ロシア：Sakhalin II（ Sakhalin Energy）
豪州：Wanaea Cossack（ JAL-MIMI）,

Enfield, Vincent （ MEPAU）

ニュージーランド：Tui（ MEPAU）

タイ： Blocks 10.11.12.13.10A.11A.G4/48,

Blocks 8/32&9A, Block G4/43（ MOECO）

オマーン：Block 9, 27（ MEPME）

エジプト：Meleiha/West Razzak（ MEPME）

米国：Eagle Ford Shale（ MEPTX)

ロシア：Sakhalin II LNG（ Sakhalin Energy）

豪州：NWS LNG（ JAL-MIMI）, 

Casino/Henry/Netherby, Meridian CBM（ MEPAU）

ニュージーランド：Kupe（ MEPAU）
タイ：Blocks 10.11.12.13.10A.11A.G4/48, Block B12/27,

Blocks 14A.15A.16A, Blocks 8/32&9A,
Block G4/43 （ MOECO）

インドネシア：Tangguh LNG（ KG Berau/KG Wiriagar）

米国：Marcellus Shale（ MEPUSA）

Eagle Ford Shale（ MEPTX)

カタール：Qatargas 1 LNG（ MILNED）

Qatargas 3 LNG（ Mitsui Qatargas 3）

オマーン：NOGJV（ MEPME）

*1 既発見未開発鉱区 *2 一部開発段階移行済 *3 一部生産段階移行済
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原油・ガス生産量推移

214.5

188.4

156.1

149.7

千バレル／日

2007/3期 2008/3期 2009/3期 2010/3期 2011/3期 2012/3期 2013/3期
(予想)

2014/3期
(予想)

2015/3期
(予想)

139.4

US$／バレル

(生産量推移は2012年5月公表値)

212.3
257.5 257.7

244.9
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鉄鋼製品の主な事業投資
2012年3月末現在

Mi-King Limited

Euro-Mit Steel

Mi-King S.R.O.

BAMI

Indian Steel

Thai Tin Plate

SIAM United Steel

SIAM Yamato Steel

Bangkok Coil Center

武漢萬宝井

広州日宝鋼材

広州太平洋ブリキ

広州萬宝井

長春一汽鞍井

煙台三井富士汽車金型

三井物産スチール

三井物産鋼材販売

三井物産鋼材販売西日本

VINA Kyoei Steel

Bright Steel Service Centre

Regency Steel Asia

宝井事業（14拠点）
Steel Technologies
（26拠点：米国16、

カナダ2、メキシコ8）
Seymour Tubing

PK-USA

Champions Pipe & Supply

● 国内主要関係会社

▲ 加工業

■ 製造業

◆ 流通業

国内主要関係会社

Severstalとの合弁事業
(社名未定、2013年操業開始予定)

Stami

GEG(Holdings)
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発電事業ポートフォリオ
2012年3月末現在

Juneda Solar（太陽光）1MW

Rugeley（石炭）263MW

Deeside（ガス）125MW

Ontario（ガス）503MW

Brazos（風力）80MW

▲ IPM (UK) Power社保有資産

■ IPM Eagle社保有資産

◆ MT Falcon保有資産

● その他

○ 建設中発電所

Rio Bravo Ⅱ（ガス）198MW

Valladolid（ガス）263MW

Eco Electrica（ガス）79MW

Indian Queens（石油）35MW

First Hydro（揚水）522MW

Saltend（ガス）300MW

Derwent（ガス）21MW

Wachtendonk（風力）1MW

Zajaczkowo（風力）22MW

ISAB（合成ガス／太陽光）78MW

Spanish Hydro（水力）24MW

Guzman（太陽熱）15MW

Amman East
（ガス）148MW

Ras Laffan（ガス）273MW

Umm Al Nar IWPP
（ガス）134MW

Hub Power（石油等）29MW

Kwinana（ガス）25MW

Loy Yang B（石炭）308MW

Rio Bravo Ⅲ（ガス）198MW

Rio Bravo Ⅳ（ガス）200MW

Altamira Ⅱ（ガス）198MW

Saltillo（ガス）99MW

ポートフォリオ分類

当社持分発電容量（ネット）：5.5GW

（グロス容量：25GW）

Gulf Electric（ガス／バイオマス）19MW

Nam Ngum 2（水力）14MW

羽田太陽光発電（太陽光）1MW

響灘（風力）2MW

市原（バイオマス）7MW

賀州（石炭）500MW

Paiton 1（石炭）498MW

Paiton 3（石炭）330MW
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発電以外の主なインフラ・プロジェクト
2012年3月末現在

MRCE／機関車リース

● 資源・エネルギー関連インフラ

▲ 交通インフラ

■ 水関連事業

◆ その他（基礎産業、社会インフラ）

Izmit／上水事業

Ras Laffan IWPP（淡水化）

Umm Al Nar IWPP（淡水化）

Thai Tap／上水事業

Galaxy／上水・下水事業

台湾新幹線

KPA／アンモニア製造事業

羽田空港貨物ターミナル

MRCH／貨車リース

Atlatec／上水・下水事業

PEMEX向け排水処理事業

PDVSA向け原油前払融資

Manzanillo LNGターミナル

MRCLA／貨車リース

サンパウロ地下鉄PPP

MGEB／ガス配給事業

Petrobras向けFPSOリース
Petrobras向けDrill Shipリース
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Toyota Motor 
Manufacturing 
Turkey

48

自動車事業ポートフォリオ
2012年3月末現在

● ロジスティクス
▲ 組立・製造
■ ディストリビューター
◆ ディーラー
○ 販売金融

Transfreight 
Automotive 
Logistics Europe

Yamaha Motor Middle Europe

Toyota Marketing and Sales

AMY, AMT Russia

India Yamaha 
Motor Private

Bussan Auto Finance (India)

Transystem Logistics International

Yamaha Indonesia Motor Manufacturing

Bussan Auto Finance

Perodua Auto Corporation

LEXUS Sukhumvit

Mitsiam Motors

Hino Motors Sales (Thailand)

Hino Motors Manufacturing (Thailand)

BAF (Thailand)

Sollers-Bussan

Hino Motors Sales

Transfreight China Logistics

国都汽車

LEXUS Manila

Toyota Motor Philippines

Fraser Wharves

Transfreight Inc.

Penske Automotive Group

Toyota Canada

Transfreight, LLC.

Hino Motors Sales USA

Hino Motors Sales Mexico

Transfreight Mexico

Hino Motors Manufacturing Mexico

Toyota de Colombia
Hino Motors Manufacturing 
Colombia

Toyota del Peru

Mitsui Automotriz

Mitsui Auto Finance Peru

Toyota Chile

Mitsui Auto Finance Chile
TOYOTA

DAIHATSU

HINO

YAMAHA

Others, Various

T
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食料・リテールの主な海外事業投資
2012年3月末現在

● 資源領域

▲ 素材領域

■ 製品・流通領域

◆ リテール領域

新井物産貿易

（飼料原料）

北京百望達商貿 中聯太平洋（海老養殖）

MCC LOGISTICS KOREA

The Kumphawapi Sugar（砂糖）

KASET PHOL SUGAR（砂糖）

Synlait（酪農・乳加工）

WILSEY FOODS 
Ventura Foods

（加工油脂食品）

United Grain（穀物流通）
LDM Foods（菜種搾油）

Mitsui Foods（加工食品）

MITSUI BUSSAN LOGISTICS

Multigrain
（農業：大豆、綿花等）

（集荷・販売：大豆、とうもろこし等）

Mitsui Alimentos（コーヒー）
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化学品の主な物流事業型投資
2012年3月末現在

■ 石化・汎用樹脂事業

◆ グリーン・スペシャリティケミカル事業

○ 農業化学事業

□ 機能材料・先端材料事業

△ 環境化学事業

ITC Rubis Terminal Antwerp

Mitsui Plastics Trading (Shanghai)

Siam Tank Terminals

三井物産アグロビジネス

三井物産フロンティア

三井物産プラスチックトレード

三井物産ケミカル

第一タンカー

Intercontinental Terminals 
Company

Mitsui Plastics

SunWize Technologies

Mitsui Bussan Frontier (China)
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International 
Methanol Company
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化学品の主な製造事業型投資
2012年3月末現在

● メタノール事業

▲ クロールアルカリ事業

■ 石化・汎用樹脂事業

◆ グリーン・スペシャリティケミカル事業

○ 農業化学事業

□ 機能材料・先端材料事業

HI-BIS

Riken Thailand

Kaltim Pasifik Amoniak

大東化学

曽田香料

本州化学工業

Mitsui Agri Science International

Compañia Minera Miski Mayo S.R.L. 
(Mitsui Bussan Fertilizer Resources)

Plalloy Mtd

TRI (Poland)

Palm Oleo

Standard Toyo Polymer

Onslow Salt
Shark Bay Salt

Novus International Hexa Americas

Advanced Composites

Dow Mitsui Chlor-Alkali
(2013年生産開始予定）

Santa Vitória Açúcar e Álcool Ltda
（2013年生産開始予定）

Bioamber Sarnia 
（2013年生産開始予定）
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